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マ イク口波灸 (マ イ ク ロ波ツボ刺激)の局所加温作用
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要旨 高L、治療効巣を有昔るにも拘らず ! 皮胤を焼くために敬遠されている灸ι代わるツポ熱刺激療法

のためのマイク口被ツボ刺激装置を開発した 本装置は直径羽田 I 厚さ 7 田町内盤形の超小型アンテナ

をツボ(経穴)に寄むさせてマイク ロ i!!i.を叩射し!皮!円と皮下の深部を同時 iζ1111描1するものであり。熱

痛を感じた時点で.m者自身が リ モートス イ y チを切るも心である 熱痛を感じた 11寺の皮淵棋のピークは

約43-45'C 皮下 5 四のそれは約40'Cであり!深部温は中切りもぐさでの灸ILほほ相当する 皮膚の火

傷を起E さず ! むしろ快い感覚が15られるため?婦人，子供 IC も受け入れられ易いので出者間の拡大が

期待できる

A New Model of Stimulation Apparatus of Acupuncture points 

by Microwave I-1eating 
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and Kunji KAWABATAネ材

* Depαrtment 01 Orientα l Medicine. Meiji College 01 Oriental Medicine 
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Summary: Moxibustion is well aproved as an effect�e the!"apy_ But patients. especially 

young people and children , often prefer the acupuncture for thcir trealment to moxibustion. 
because this leaves scars 011 the skin 

Therefore , an alternative method for もhem required to give heat stimulation of the skin 

For the porpose heat stimulaLion by microwave absorption. as generally utilized today , is 

preferable , since il, is not only effective but. olso makes no scars 

The conventional equipment has problems at the antenna for it , while this 1S of large 
size and the mﾎcro¥vave power can not be effectively uもilized

1'hrough our study. these pl'Oblems h8¥'8 been resolved using a newly devised an出10a of 

smalJ size which is disk shaped. 20mm in d iameter , 7mm thick 

tvleasured with the apparatus the temperature in depth of 5mm is about 40"C ¥....hen the paｭ
tients feel warm wi出 a slight pain (43-45~C superficially) 

1'hey can by themeslves turn off the remote control switch at any time as tbey wanも

Se¥'eral c1inical trials showed good results in removing disturbance of peripheral circuｭ

lation , stiffness and pain 

Further works ¥....ill be continued to clarify the therapeutic effectﾎveness of this method 

using this apparatus 

Key Words マイクロ披 f\.ficrowave，熱.!t!出敢 Heat sl.ﾍmulation. "T焔 Skin temperature , 

応部視 Deep temperat ure ， 灸 Moxibustion. íEむ\(';1 ボ) Acupuncture point 
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34 マ イ クロ波灸 (マイクロ彼ツポ刺撤 )の局戸f/JD;1l\.イ乍用

I はじめに

灸は， 11，と同般に高い治療効果を行するが，鋭

と比べてill者，胞術者双方から敬遠され{史l日カも少

ないきらいがある 患首IC敬遠される理由として

は IJ)熱さが苦痛 121灸痕を!11ftう 131灸 lζ対して

古くさく φ 非科学的なイメージを持っている等が

あり!特 IC若年あるいは婦人肘には受け人れられ

にくいものとなっている 一方，施術者側におい

てもIJ)操作が面倒 12111.'í間がかかる 131火傷 IC よ

る苦情を言われる等の翌日由 Kより敬辿される傾向

があり，また視覚障害者は， 1') 分で灸胞術を行え

ない湯合が多いため，効果があるとわかっていて

も行わない場合が多いと思われる

若首i土 !火傷を起こさず ! 灸痕を伐さずに有痕

灸と同様の効果を上げる ζ とが出来，しかも操作

の~Mjな新しいツポ熱刺激装自の開発 I C取り組ん

できたが，乙の度，超小型7 イクロ披アンテナを

m いてマイクロ波を 、ノボ lこ照射して熱刺激を加え

るマイクロ波ツポ刺激装置を開発したので報告す

る なお I この装置による治療法をマイクロ波灸

と名付けた

日 装置の構造

装置の外在日を写点 1 I C示す アンテナは 1 凶 1

及び図 2 IC示すよう IC本体から tLlている太さ 3.0

柵 I 長さ 2 m の同!lll ケーブルの先に十Iし、ている

アンテナの形状は[1'(径20mm ，厚さ 7 叩( 1 阿 "4

枚の大きさ)の円縦形を単している アンテナの

t部及び横は反射板を兼ねる金凶カパ で被い j

下方からだけ!I?~射されるようにしてあり 1 己の下

!而を皮肉に接触させて，手あるいは梓古市?で荏iお，

l司定して照射する

従来のマイクロ波装置は制射アンテナが大きく，

Jd , 1T, I陵手足等を広く l産めるのみであったが l

)1{1射アンテナを直径約20皿に超小型化することに

より Y ポのような小さい部分へのスホ y ト的な

照射 IC よる，占WUJ日 illltが可能となった

同事11 ケ ブルは従来のマイクロ波装置に比べ

て3 . 0剛と細いので，かなり白山 IC曲げる ζ とが

図 1 マイクロ披灸装置の外観
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図 2 マイクロ波灸装置の構成

出来?ま た長さが 2 mであるため ! 臥床している

患者のどのツボにも照射が可11Eとなっている
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国 3 肩タト命穴マイクロ波灸による皮膚温変化

また 1 マイクロ波の照射のオン ・ オ 7 は 岡射

前の組織の棋l主によって現出1を感 じるまでの加温

時|叫が異なるため，日召射時間を一律に鋭定する己

とが困難であるので リモートスイッチにより患

者自身が行う ζ とが出来るように し，オンした後

に熱痛を感じたl時点でオフにする よ うにした

なお。 7 イクロ波は2450lvtHZ. 波長 12.5c回

U.i)) 1O-20Wである

四 マイヲロ波灸による組織の加温効果

1) マ イ クロ波灸による皮膚温の変化

111 一回の !!日 n.Jによる皮li"J1Atlの上昇

II î外命 (肩 rp 1二部で肩甲 | )上角の内上縁)と合

谷 (手背で第 1 . 第 2 中手 j'l の間) 1(15Wのマイ

デロ波間射を一回行った際の，局所の皮J白の混度

変化を微小熱'd1対 IL よ って測定した結果の例を図

3. 4 Il:示す 訓電対は11自 身 J部1止にポ リ エチレン

I'1 料自IJ膏 ト ランスポ アで固定した 乙の熱屯対は

極めて細い (φ= 0 .4 1 叩 ) ため l マイクロ波照射

による熱電対自身の加熱が起 ζ らない 乙とを確認

している

!!~t射開始後直ちに皮膚温が上昇 l. 熱感が起乙っ

て来て数十秒で熱痛に変わ り。スイ ッチを切ると

その途端，速やかに温度が F降を示した 乙のよ

OV FF (左合管)

A 関5tim

~ 
。 3 4 {分}

時 「品

図 4 合谷穴マイクロ波灸によ る皮膚温変化
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図 5 合谷穴マイクロ捜査 3 固によ る皮膚温変化
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うに I ス イ ッチのオ ン ・ オ フによって温度の上昇 ・

下降が速やかに起こるため，灸の感覚に類似した

軌感}'，tiJ~f~ られる 斜痛感覚は個人差カ靖るため，

ピーヲの温度は若干個人差がイTるが，約43-450C

の範11II内にあり 。 また熱痛を感 じ る(ピーヲ ICjj!

する)までの時間は，マイク ロ波間射前の皮膚t品

IC よって多少沢一なり l 冷えている部分ほど11寺聞が

かかる 図の例では合谷穴の方が照射前の皮膚iM

が低いのでヒ ーク K述する時間が長くなってい る

121 反復照射による皮肉植の上昇
次に マ イ クロ波灸を反復した際の皮J，'T品lの変

化を調べた |剖 5 はマイクロ波を 3 回行ったH寺。

即ちスイッチを切 った後 l 期刊函を感じなくなった

ら再びス イ ッチを入れる操作を繰り返して， 31"1 

照射した時の局所の皮膚温の変化のIi'l を示したも

のであり v ー凶 自 のピ ヲ は4'1 .80C. 2 巨l 自 は

44.20C , 3 凶同は43.6
0

Cに達している ー1<:'1の均

合と I ri]様， 3 @1行った場合の温度のピ タも 11寺It'd

も個人差があるが ピ ク温度すなわち熱痛を感

じる漏度はほぼ43-45 0Cである 岡部位で反復し

て照射する湯合の 2 回目以降のピーずに速する時

1m (砂)は。 It íj IC スイッチを切ってからの時II\Jj c:

F己右される すなわち丙照射前の温度が何度まで

下がっているか ICより担!なり，時間が短いほど IlJi

い福度でr'î田射されるので剣面が速やかに起乙る

約 1 0-15抄問あけた方がよい感覚が13 られるよう

である

2) マイヲ口波灸による深部，且の変化

マイクロ放の熱効果の特徴の一つは i 灸や}日5JI

ヒータ赤外線等の熱と異なり 1 深部まで1E舷

t止が到i主1." i車部を直妓j川温すると乙ろにある

灸は皮閥R函への熱刺激であり l 深部は伝導熱に

よって加i'M されるので。 I北部をi卓やかにι，~ i，riiにす

るためには皮府を焼く程の高熱である乙とが必要

であるが I マ イ タ口政は皮闘と i出部を!百|日制ζi暖め

るので火協を生じない程度の強さでも深部を灸と

I， ;J憾にlmiM出来るものと思われる

そ ζで普通の灸とマイクロ技の深部の加凶状態
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を比較検討するため，家兎の後肢 F腿で測定を行っ

fこ

(1) 灸によ る深部温の上昇

家兎の後肢下腿而I側の皮H雪の下と皮下約 5 凹 1<:

微小熱1\1対を置 き . 1主的に施灸 した 釜屋もぐさ

小切り 3 壮施灸 1<: より p 皮膚直下の温度ピ クは

55.70CIC達したが. [主下 5 四のピ クは36 . 6
0

Cで

あり. 2.2"C上昇するのみであった 中切りもぐ

さ 3 村では，皮脂直下は62rc . 皮下 5 聞は4 1.6

℃まで上昇し I 大切りもくさ 3 ~士では，皮崎直下

は66 . 7"Cで皮下 5 田が43.rcまで上昇した図

61<:中切 りも くさ 3 壮の結巣を示す

(2) マ イケロ波灸による深部首liの上昇

マイク ロ波灸のUlI)定の場合は 兎が訊痛を告知

出来ないため，人!日lが確実に熱痛を訴えると考え

られる45
0

Cま で皮問視が上昇した時点でスイ γ チ

をオフにした 皮 F5 皿の温度は a 図 7 1<:示すよ

うに. 1 @l目 39"Cに遣し 3 回自には40"Cに達した

乙のことか ら 1 マイク ロ波灸は !皮膚 1 <:火協を

生じない程度の強さでも皮下 5 mmの深部視をLjJ切

りもくさの施灸にほほ匹敵する400C以上K加温す

10 

“ 
日N OfT 

る乙とが可能である ζ とがわかっ た

W マイウ口波灸による加温のされ方

(アドヘア糊中での照射実量生)

一般の大きなアンテナ を用いたマイクロ波装置

は. 5 - lOcmの距離か ら照射した場合 I 皮下 3 な

いし 5 c阻まで))[1温するとされているが，今回開発

した乙の超小型マイクロ波アンテナの11日漏特性を

制べるため f アドヘア糊の中に超小型アンテナを

入れて照射した ア ド ヘア糊は温度が450C以上に

なると，初め透明であった溶液が急K析出し白濁

する性質を有 している したがっ て. 45 0Cになっ

た所から徐々に白濁 してゆくため I 温度の立体的

分布の経時的な変化がわかる

マイクロ放の照射を開始すると，まずアンテナ

の中心部分から白書材、起 ζ り，図 8 のように次第

に白濁が広がり，白濁の部分の厚さもそれにつれ

てJ!1くなって く る 図 9 はアンテナの照射面全体

の大きさに白濁が広がり厚さも厚くなった状態で

あり l 丁度カガミ餅がア ンテナの照射I仰とくっつ

いている様な状態を呈してくる ζの結果から

室長5厄弓空軍一下出島

60 

8l.:"""F 1 .... f:也n・t

'"τ5 ..担~
OC 

45 
, y yy " 

~ 

" 
<s 

" 
J5r 
." 

ー，令、
，、一、

I 、

f も., 

1 11 8 (分}

時間

40 

35 

図 6 中切もぐさ 3壮による皮膚温と漂部温の変化

(家克右下腿前倒)

ー- T:交問雷雲監ミïJü ~J:...u主:

ー 辰之守ミ~ 5 mm ;,,';:. Jj:: 

1 日 2 3 4 1 (分}

時間

図7 マイクロ波灸による皮膚温と深部温の変化

(家兎右下組前側)



38 

8 

マ イ ク口波灸 (マイク口被ツホ刺&J )の局所々日ぞ佳作用

マイクロ波照射による加温 (アドヘア糊中) 図 9 マイクロ波照射による加;g ( アドヘア糊中 )
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照射開始後アンテナの皮門限触函の中央から加温

が始まり 次第に深く， 1.ムく j旧制してゆくものと

考えられる

V マイクロ波灸による組織の温度分布

皮/j1'l"i，晶およひ'i?ii部t置のiJIIJ定，ならびにア ドへ7

糊の<1'でのマイヲ ロ 波mlM実験の結果から，アン

テナを皮附而 Icíù~~ 、て マ イ デ ロ波を!出射した時の

組織のIJII温 ICよる温度分布は図10IC示すように I

アンテナ中央の皮府接触部を中心とする等泌総を

怖くものと思われる J 5Wのマ イ ク口被照射併l始

後数ト抄で軌痛を感じたH与の皮hl，}rj l 央の温度が45

℃の"寺。皮下 5 皿は約400Cになっているものと思

われる

Y ボの広さ。深さというものは I まだ明らかに

されていないが. ツ ボ 10)1れる{直結 陥下等の反

応から推測すると， Jよさ， 庁、さ Jt ，数醐か ら 1 c岡

市j後と思われる したがって ， ζ の担小型アンテ

ナを川いての Y ポへのマイタ ロ波JI/-{射によって I

Y ポの部分が卜分IcJJ日温されているものと考える

\~ マイウロ波灸装置の応用について

灸の治療iìlJ!Hは，温曲刺激，もぐさの成分 火

i話等の要素による局所や遠隔部の循環の変化ある

いは Ifu液成分の変化等によるものと考えられてい

るが，それぞれの要紫が灸の効*にどのよ うな役

訓を演じているのかは未だ卜分明 らかにされては

いない

マイクロ波灸は I 火 ft1を起 ι さない 1 もぐさの

成分による薬理作用がJVJ待できない等の点で普通

の灸と は異なるので 全く問ーのものとは三えな

い しかし灸による血液成分の変化が~!たして

火傷だけによるものか。あるいは熱刺激も関与し

ているのかは明らかではない マイクロ波灸は前

述の知く皮肉を焼く 乙となく ツボの深部を rjì切り

もくさの灸と間程度IC熱するので，温灸とは明ら

かに見なるものと考えられる ツポを深部まで加

温する乙 と による ツ ポ熱刺激効民について今後明

らかIL して行きたいと巧えている 臨床研究はま

だ絡についたばかりであるが，循環改善効県や鎮

焔効果が者")JIc見られ筋疲労 l 凝り 悠痛疾患

冷え症。末梢術環附:i? ，生埋不JiITIなどに，早い刻J

民がみられている すでに幼惟I剖兇から老人まで，

殆どの年齢Fiの患者に行 っているが，全ての者が

I 暖かくて気持ちが良し、 J r暖かさが長い1m続く 』

等の感想、を述べており I 子供や若い女性も逗んで

受け入れている

VlI まとめ

効果が行りながら冊々の埋IlilCより，使用が一

部の患者間 Ic llE!られ I ある いは部の鈍灸師が使

川しに くい現状にある灸治療に代わる新しいツポ

熱刺激療法のためのマイク ロ波灸装置(マイデ口

被ツポ刺激装白)を1m発した

乙の装出は，直径20mo ，厚さ 7 四の超小型アン

テナをJ土 li'tlζ泣いて 1 マ イク ロ泌を四射 し ， 組141

するものであり 1 熱1M感覚をmt"~lì としてリモ ト

スイッチにより患台 1'1 身がオフを行う ζ とが出来

るようにしたものである

このほか本装置は次の様な特長をf干している

(1) 火1Mを起乙さずIC深部まで速やかに直綾加

温U:l米る

(2) 温度カーブが灸 IC類似しており 灸と同級

の熱痛感覚がí!~ られる

131 リモ←トスイッチにより j!lJ激強度を忠省n

身が選択できる

(4) 苦術が無く，むしろ快適な感覚が1~} られる

ので ，-5年や婦人隠に もHまれるため，新し

いツポ刺激療法として忠，v， !Mの拡大が期待出

来る

(5) 灸の織な点火燥作を要さず ， 取り倣いも附

単であるため 悦党閥害を有する鋪灸師も灸

IC代わる治療法として利lfIする ι とが出来る


